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総合博物館
瀬戸口烈司

京都大学 に総合博 物館が付置 されて,す で に3年

が経過 しようと してい る。新館 の建設 も決定 し,昨

年(1998年)度 末 には総長の ご臨席 も賜 って起 工式

を取 りお こなった。旧文学部博物館 に隣接 して,そ

の南側 に建設がは じまってい る。1年 後 の2001年 度

に開館 の予定であ る。

京都 大学 におけ る大学博 物館 の構i想は,1897年(明

治30年)の 帝 国大学 の創設 の当時 か ら持 ち上 が って

いた。古文書,考 古 遺物 な どの収 集が,す ぐに開始

された。1906年(明 治39年)に 文科大学 が設立 さ

れてか らは,収 集事業 は本格化 した。そ してはや く

も,1914年(大 正3年)に 文科大学陳列館が建設 さ

れている。戦後 の1955年(昭 和30年)に,文 学部

陳列館 は博物館法 に もとついて博物館相当施設 に指

定 された。1959年(昭 和34年)に,文 学部陳列館

が文学部博物館 と改称 されている。旧陳列館 に隣接

して,そ の北 西側 に文学部博:物館 新館 が1986年(昭

和61年)に 竣工 した。文学部 を中心 とした博:物館建

設 に向けた情熱 は,他 を圧倒 しさる ものがあ ったの

で ある。

それに比 して理系,つ ま り理学部や農学部 な どの

自然史系の博 物館建設 に対す る取 り組み は,そ うと

うに遅れ を とってい る。各 学部,研 究所が博 物館の

建設 にどの ようにたず さわ って きたか は,い まと

な っては,各 部局 の概算 要求書 にその痕跡 をみ とめ

るだけ となってい る。それ にたず さわってお られた

研 究者 のほ とん どは,す で に名誉教授 とな ってお ら

れ,当 時の事情 を熟知す る人はほ とん ど在職 してお

られないのが実情 であ る。

そのなか にあ って,1967年(昭 和42年)に 附置

され た霊 長類研究 所 が,い ちはや く,ユ ニバ ーシ

テ ィ ・ミュージアムの性格 を念頭 にお いて,附 属施

設 と しての情報資料 セ ンターの設置 を概算要求 にか

かげていたこ とは注 目にあ たいす る。これは,研 究

所の なかに博:物館 を設 ける,と い う構想 であった。

いまか ら考 え る と,こ れ はいか に も無 理 な構想 で

あった。総 合的な博物館 のなかの分 室 としてな ら霊

長類学 の資料 セ ンター を位 置付 け るこ ともで きる

が,研 究所 の なか に博:物館 の建設 をも くろむ,と い

うのはあ ま りに器が ちがいす ぎた。発想 が逆転 して

いたのであ る。

霊 長類研 究所の構想 とは まった く独 自に,理 学部

では別 な動 きがお こっていた。動物 や植物,地 質学

教 室の ように,研 究材料 として標本類 を使用す る研

究分野では,標 本類 の収蔵,保 管 は各教室の責任 に

おいて処置 されていた。部屋 は手狭 だか ら,い きお

い標 本類 は廊下 に山積 み される結果 とな る。これで

は,せ っか くの標本類が じゅぶ ん活用 されることな

く,そ の価値 を失いかねない。この実状 にか んがみ,

理学部 では1984年(昭 和59年)に 自然史資料セ ン

ターの新営 に関す る概算 要求書 を提 出 した。同種の

動 きが農学 部で もあって,翌 年 の1985年(昭 和60

年)に 資料情 報セ ンターの新営 を概算要求書 に盛 り

込 んだ。

この ように,1985年(昭 和60年)こ ろとい うの

は,各 学部,研 究所 が独 自に博物館 について構想 を

あたため ていた時期 なので あった。文学 部は新館 の

設立 をめ ざ し,霊 長類研究所,理 学部,農 学部 がそ

れぞ れ に資料 セ ンターの設置 を概 算要 求にかか げ

る,と い うあ りさまであ った。

これ らの個別の動 きを統 合 させ る作用 をになった

のは,京 都大学内 に設置 され た総長裁量 による,『教
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育研 究学内特 別経費』 による プロジェ ク トであ っ

た。1986年(昭 和61年)に,文 科系諸学部 による

「京都文化の歴史的総合研 究」にな らんで,理 学部 ・

農学部 ・教養部合同委員会が 「自然史資料 に関す る

調査研究」を実施 した。このプロジェク トを遂行す

る過程で,理 系の学部,研 究所が たが いに連携す る

こ との必要性が認識 されるようになった。

翌年の1987年(昭 和62年)に 合 同委員会が霊長

類研究所 の賛 同 も得 て,「 京都大学 自然史博物館 の

構想 」案 を作成 し,理 学部 が代表 して自然史博物館

の新営 に関す る概算要求書 を提 出 した。そ してつ い

に,1988年(昭 和63年),学 内の正式機 関 として 自

然史博物館設立推進懇談会が設置 され,そ の基本理

念 は,「京都大学 自然史博物館 基本計 画」とい う小冊

子 に まとめ られ出版 された。これ も 「教育研 究学 内

特別経費』に よるプロジェ ク トの一環 と して行 われ

たのであった。

1989年(平 成元年)に,文 学 部博物館 と自然史博

物館 を統合 し,京 都 大学 総合博 物館 を設立 する概算

要求が文学 部 と理 学部 か ら提 出 され た。 ここにい

たって,は じめて,そ れ までは別個 の動 きであ った

文学部博物館 と構想 中の 自然史博物館 を統合 させ る

運動 となったのである。その後は毎年概算 要求書 を

提 出す るとともに,各 種の博 物館 関連 の事 業が 『教

育研 究学内特別経 費』 に よって執 り行 われて きた。

1990年(平 成2年)は,こ れ らの動 きの ひとつの

ピー クを画する時期 であ った。理学部,農 学部で は

総合博:物館のなかの自然史系部門の立ち上げに きわ

めて積極的 とな り,理 学部のあ る北部構内 にその建

物用地 を準備す る までにいた った。 しか しなが ら,

この計 画は陽の 目を見なか った。博物館計画 は,頓

挫 して しまったのであ る。1991(平 成3年)か らは

理学 部内で も,博 物館計画 は概算 要求の中の低 い順

位 に しか位置づ け られない ようになって しまった。

博物館用 に心づ も りされていた用地 には,理 学 部の

新 た な研 究棟 が建設 されたのであ る。

私 自身は,1993年(平 成5年)に 霊長 類研究所 か

ら理学部 に配置換 えになった。1990年 当時の,博 物

館新営 に向 けての ピークの動 きを霊 長類研究所か ら

眺めて きた立場か らは,ウ ソの ような静け さであ っ

た。いわば,カ マ ドの火 を落 と した状 態で,博 物館

の設立 に向か う熱気 などどこに もなか った。

ところが,そ の翌年の1994年(平 成6年)に,理

学部内 に各教室の研究成果 を展示,公 開する 「ミニ

博物館」が 開設 された。この展示 にあ たって,各 教

室 とも智恵 を しぼ りあった。この ミニ博:物館の設立

は,理 学部 に自然史博:物館 建設 に向か う火種 を残す

効果があ った。

これ とは別 の動 きとして,文 部省の学術審議会 に

よる 『ユ ニバ ー シテ ィ ・ミュージアムの設置 につい

て』の中間報告が1995年(平 成7年)に 出され,翌

1996年(平 成8年)に 最終的 に答 申され た。この学

術審議会の答 申にそうかたちで京都大学 に総合博物

館 の設置が認 め られ,1997年(平 成9年)か らス ター

トす るこ とになったのである。

総 合博物館 は発足 したばか りではあるが,設 立 に

いたる までの,お もてに表 れてこない動 きもふ くめ

て,「活動 の記録」を 『正史』のかたちで残 してお く

ことの重 要性 を感 じは じめている。

(総合博物館長)
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1005年 の 閣議 録

吉川真司

総合博:物館 には平松家文書 という公家文書が保管

されている。附属図書館に架蔵される 『兵範記』(重

要文化財)な どの平松家本 も,元 来は一緒に伝えら

れて きたものである。 この平松家文書の一点に
しょこ くじょうじさだめ さだめぶみ うつ し

「諸 国条事定定文写」と名付 け られた古文書 がある。

い か め しい 文 書 名 だ が,簡 単 に言 え ば寛 弘2年

(1005)4月14日 に行 なわれた公卿 会議 の発 言 を書 き

とめた ものである。平安王朝 の閣議 録 とい うことに

なろ うか。

この 日,召 集 をうけた公卿 た ちは,平 安宮内裏の

左近衛 陣の座 に着 いた。左 近衛陣は紫衰殿のす ぐ東

にあ り,も ともと左 近衛 府の詰 所だ ったが,当 時は

公卿 の控 えの間 として使 われ,政 務 もここで処理 さ
さだめ

れ る ことが 多か った。 陣で行 な う会議(=定)を
じんの さだめ さだめぶみ

「陣定」 といい,そ の議事録 を 「定文」 と呼 んだ。こ

の 日は大宰 大弐 ・上野介 ・加賀 守 ・因幡守の上 申事

項 を審議 したのだが,彼 ら新任受領 は数箇条 の申請

を して くる の が 普 通 な の で,そ の 審 議 を特 に
じょうじさだめ

「条事 定」 とい う。これで 「諸国条事 定定文」 と呼ぶ

理由 もおわか りいた だけただ ろう。平安貴族 の用語

は一見特殊だが,そ の多 くは常識的で理 にかなった

ものであ る。

集 まって きた公 卿 は10人 。左大 臣藤原道長 が議長

をつ とめ る。復原 図(表 紙)で は,独 りあち ら向 き

に座 ってい る人物であ る。受領 たちの申請書 には地

方行政 に関す るさまざまなことが書いてあ るが,み

な一条天皇 に上奏 されたの ち,こ の場 に下 された。

公卿 は上席 の者 か ら順 々に,申 請書 を閲読 してい く。

そ して末席の参議藤原行 成が これ を読 み上 げる と,

今度 は下位の者か ら順 に意見 を述べてい った。上位

者の意向 を気 にしないで発言 させ るための工 夫だ と

い う。全員が意見 を述べ終 わる と,行 成はその内容

をうま く定文 にまとめた。

公卿 た ちの意見は,必 ず しも一致 しなかった。写

真で言 えば,第 二条 の項 目では,左 大臣藤原道長 ら

二名 と右大 臣藤原顕光以下八名の見解 がわかれてい

る。こ うい う時は どうなるか。権力者道長が多数意

見 を押 さえ込 むのだ ろうか。ひ とつ確実 に言 えるの

は,最 終決定が一条天皇 に委ね られていた ことであ

る。定文 は一条のために作成 された文 書であ り,彼

はそ こに記 された公卿 たちの見解 を参考 に して,国

家意志 を決 める。だか ら,い ざ となれ ば全員一致の

意見 を否認す るこ とさえで きた。定文 は天皇の諮問

を うけた公卿 の発言記録で あ り,天 皇 の意志 に介入

す る ものではなかったので ある。平安時代の天皇 に

はロボ ッ トの ような印象が あるか も知 れないが,専

制君主 としての制度 的枠組 は保持 されていた。

とは言 え,一 条天皇 は公卿 たちの意見 を尊重 した

だろ う し,何 よ りも藤原 道長 の意 向は無視 で きな

かったに違 いない。当時 この ような公卿会議 は,多

い年 で年 間10回 ほ ど開かれた ようだが,む ろんそれ

だけで国政 が処理 で きるはずがな く,諸 官司 や行事

の責任者 が,天 皇 や摂関 な どとさまざまに折衝 して

業務 を進 めるのが一般 的だった。陣定 に提 出 される

のは,重 要 だが 限 られ た案件 だけ だったの である。

公卿会議 だけか ら平安時代の国政 を論 じることはで

きない し,天 皇が絶対的 な権 限 を握 っていた と見 る

の もまた誤 りである。近年 は平安 時代 史研究 が進展

し,陣 定 について も実質 的な機 能 をもっていたか ど

うかについて議論 がある。一見つ まらぬ問題 の よう

だが,古 代 か ら中世へ の移行 を考 える..ヒで重 要な論

点 となってい るのであ る。私 自身は,11世 紀 初頭 に
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は公卿会議はすで に形骸化 していた と考 えている。

実質的な国政は宮廷社 会の中で,貴 族層の利害 をそ

れな りに調 整 しなが ら,隠 微 に動 か されていた とい

う印象が強い。

それ にして も,私 た ちは実 に事細 かに王朝政治 の

かた ちを知る ことがで きる。情報源 となるのは定文

の ような文 書だけではない。貴族 の 日記 や儀式書 か

らも,文 書 の扱 い方 ・声 の出 し方 といった,き わめ

て リアルな知見 が得 られる。た とえ形式 的であった

と して も,そ こに前代 のス タイルが保存 されている

可能性 はある し,少 な くとも 〈あるべ き王朝 政治の

かた ち〉だけは詳 しく把握す るこ とがで きる。この

ようなことは世界史的 に見て,か な り希少 な ことに

属す るのではあ るまいか。む ろんそれは天 皇 と公 家

が近代 まで生 き残 り,各 時代 に応 じた形式 と内容 を

付加 しなが らも,王 朝政治のあ り方 を尊重 し,史 料

を保存 して きた とい う経緯 に よる ものである。

さて,1005年 の 「諸国条事定定文写 」は名の如 く

「写」であ って,原 文書で はない。有栖 川宮家 にあっ

た文書 を,近 世 の平松家 で丁寧 に謄写 した もの とい

う。有栖 川宮家の文書 も写 しであ った ようだが,今

もどこかに秘 蔵 され,い つか世 に現 われない ものか

と,か ね て より夢想 している。それは三蹟の一人,藤

原行 成の筆勢 を平松 家の 「写」以上 に よ く表 わす だ

ろ うか らであ る。ともあ れ,平 松家 の定文 は天下 の

孤 本 と して,行 成 の名筆 の特 徴 を伝 えてい る とい

う。内容 よ りも筆跡 ゆえに,定 文 の 「写」は作成 さ

れたのだろ うか。

(総合博:物館助教授 ・日本 史学)

寛弘二年四月十四日 「諸国条事定定文写」(平松家文書)
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第4回 公 開講座の記録(1998年H～12月)

人間 と自然 の共生 をめ ぐって

博:物館の研究活動 は自然界 との 「つ きあい」であ る。本公 開講座 では,当 博物館 ス タ ッフが研 究活動 を通

じて得 た知識 を もとに人間 と自然の共生 につ いて語 り,博:物 館の研究活動 を紹介 した。

11月14日(土)日 本 の 森 林 に学 ぶ一21世 紀 の人 間 と 自然 の共 生

河野昭一(総 合博 物館長[当 時])

日本の森林相 は,コ ス ト至上主義 の森林経営,乱 開発,ま た酸 性雨 などに よ り21世 紀初頭 に壊滅 的崩壊す

ら起 こ しかね ない危機的状況 にあ る。 しか し,つ い最近 まで 日本 の森林 には地域 ご との個性 を熟知 した林

業の伝統があ り,手 厚 く育 み,そ の果実 をい ただ くとい う思想 によ り保全 されて きた。 この ような 日本 人

と森林 との関わ りの伝統 を手本 に21世 紀の人 間と自然のあ り方 を考 えるべ きであ る。

11月21日(土)帰 化哺乳類 と人間活動

本川雅治(総 合博物館助手)

自然分布範囲外の地域や生態系に人為により持ち込まれた帰化哺乳類が,深 刻な問題 を起 こしている。こ

うした帰化哺乳類の起源は,従 来は家鼠類などの偶発的な移入であったが,最 近では人間の管理下にある

ペットなどの不適切な管理下での逃亡や積極的な放逐も増

えている。帰化哺乳類は,在 来種の捕食,生 態的競合関係

にある種の駆逐,植 生破壊,在 来種への遺伝子汚染や病気

伝播,人 間への病気伝播,農 林水産業への損失,商 品の食

害や汚染など,人間活動だけでなく在来の生態系にも深刻

な影響を与えている。日本の在来哺乳類相はその島懊化の

長い歴史を反映 して,固有種の多さによって特徴づけられ

る。それが帰化哺乳類によって大 きく撹乱 されてお り,除

去を含む帰化哺乳類対策が必要である。また,ペ ットなど

をむやみに放逐 しないといった哺乳類とのつきあい方に対

する啓蒙活動 も必要である。



総 合博物館 ニュース レター ノ>o,8

11月28日(土)多 自然型川づ くり工法の実際

城下荘平(総 合博物館助教授)

従 来の川づ くりは防災や利水 のみに主 眼が置かれて きたため,水 が流 れやす いよ うに両岸 は単調で直線

的な コンクリー ト護岸が 整備 され,ま た,平 坦 になるよ うに川底 は中洲 な どが削 り取 られ て整備 されて き

た。 しか しなが ら,そ の ように整備 された川か らは,中 洲 に生 える水 生植物 や,そ こに生息す る昆虫が消

え,垂 直 の コンク リー ト護岸壁 は人々が水辺 で水 と戯 れる機会 を奪 って しまった。

そこで,単 に防災の機能 を持つ だけで はな く,

多 くの 自然が共存 し,人 々に潤 い をもた らす よ

うな 「多 自然 型」 と称 される川づ くりが1980年

代 の半 ば頃にスイスや(当 時の)西 ドイツなど ド

イツ語 圏か ら始 ま り,そ の数年後 にわが国で も

始 まった。

本講で は,宇 川(京 都府 ・峰 山),木 津 川,久

米川(三 重県 ・上野),オ カバ ルシ川,豊 平 川,月

寒川(札 幌市)に おけ る多 自然 型川づ くりの施工

例 と,「建設省 自然共生研 究セ ンター」(岐阜 県羽

島郡)を 紹介 した。

オカバルシ川 「小鳥の村」(札幌市)に おける施工例

12月5日(土)魚 と,ど うつ きあ うか

中坊徹次(総 合博物館教授)

魚 はむか しか ら漁業や釣 りをとお して我 々にな じみぶかい

生物 であ る。最近 はア クア リウムの普 及に よって観 賞用の美

しい小型 の海産魚が身近 な ものにな りつつ ある。しか し,乱

獲や環境破壊 な どによって絶滅の危機に瀕 しているもの もで

て きてお り,そ の対策が ときに話題 になる。魚の乱獲 な どに

対処す るの には,ま ず,魚 について よく知 らなければな らな

い 。

魚 とひと くちに言 って も,無 顎類,軟 骨魚類,硬 骨魚類 と

まった く特徴の ことな るグル ープか らな ってい る。かれ らの

間の違いは陸上の脊椎動物 の諸 グループの間にある違い より

もはるか に大 きい。それぞれ について,特 徴 を講述 した。 と

くに,再 生産の方法 につい ては詳 しく説明 した。軟骨魚類 と

硬骨魚類では再生産の方法は まった く異 な ってお り,そ れ は

魚 と 「つ きあ う」上 にお いて大変重要 な意味 を もっているか

らであ る。

ムロアジ属 クサヤモロと大学院生
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変 わ りゆ く身の まわ りの 自然

この数十年の急激 な経済成長 によって,わ た したちの国土 は大 き く変貌 した。身の まわ りの 自然

は どの ように変わ って しまったのか,里 山や水辺な ど身近 な 自然 の変容 につ いての講義 を通 じ,人

間 と自然 との関 わ り方 を考 える。

5月20日(土)午 前の部

里 山 を考 え る

生態学研究セ ンター助教授 田端英雄

5月27日(土)午 前の部

日本 の渚=汀 線 の 自然 史

大学院人間・環境学研究科助教授 加藤 真

5月20日(土)午 後の部

草 は世 につ れ一 雑 草 を ど うみ る か

大学院農学研究科助手 三浦励一

5月27日(土)午 後の部

追 わ れ る生 き もの た ち

総合博物館助教授 永益英敏

○期

○時

○場

問

間

所

平 成12年5月20日,27日(各 土 曜 日 計2回)

各 回 午 前 の 部 午 前10時 ～12時30分 午 後 の部 午 後2時 ～午 後4時30分

社 団 法 人 京 都 大 学 医 学 部 芝 蘭 会 芝 蘭 会館TelO75-771-0958(百 万 遍 交 差 点 南 約500m,東 山

通 東 一 条 交 差 点 南西50m。 駐 車 場 は あ り ませ ん の で 自家用 車 に よる 来館 は ご遠 慮 くだ さい 。)

○定 員60名(先 着順)

○受 講 料5,500円(全 講義を通 じての受講料です。納められた受講料は返金できません。)

○申込方法 現金書留にてお申込み ください。

◇ 現金書留には下記のものを同封 してください。

1)受 講 料

2)住 所 ・氏 名 ・年 齢 ・職 業 ・電 話 番 号を記 入 した用 紙 。(形 式 は 問 い ませ ん 。)

3)返 信 用 封 筒(表 側 に宛 名 ・郵 便 番 号 を記 入 し80円 切 手 を貼 って くだ さい 。受 講 証 ・受 領 書 等 をお 送

り します 。)

つ申込 期 間4月24日(月)～5月15日(月)

つ郵 送 先 ・問 合せ 先 〒606-8501京 都 市左 京 区 吉 田 本 町

電 話075-753-3274ホ ー ム ペ ー'"
/
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